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感染症定期報告の報告状況   



感染症定期報告の報告状況（医療機器）（2005／12／1～2006／3／31）  

Information  
Vol．18－  感染し、75頭が死んだ。  
No．26（1July  
2005）   ぴ、PCR（ポリメラーゼ連鎖反応）を実施した結  

果、いずれも陽性反応であった。PAV－250ワクチ  
ンを接種中である。  

口蹄疫  ProMedMai16  
July2005   蹄疲により死亡した疑いがあると、7月5日に地  

元紙が報じた。2005年6月に死亡した268頭の豚  
から採取した19の検体からは、口蹄疫に感染し  
ていた辛が示されたとQuanDoiNhanDan紙が報  
じた。過去数ヶ月間に同地域内において、1840  
頭近くの豚が典型的な病気に感染し、口蹄疫の  
疑いも持たれている。地元の獣医たちは、  
52000頭以上もの豚にワクチンを接種したが、効  
果的な治療には至っていない。  

感染   0IEDisease  
InformatioIl  
Vol．18－No．2（8  
July2005）   た。・オーエスキー病の疑いがある豚4，997頭の  

内、213頭が死んだ。僅か15日以内に158頭の子  
豚が死んだ。農家の獣医は、19の血清サンプル  
を研究所にてELJSA（辞素免疫測定法）で調べた結  
果、9つのサンプルで陽性反応が確認された。7  
日■後、発生した地域10箇所の農場から、159の血  
清サンプルが集められた。その結果、計4箇所の  
農家で28の血清サンプルが陽性反応を示した。  



学部類  L三二宵緊≡  三三…j牒嘩昔年」†  ヾ音 ㌍辛苦や畢        ’■1－て  
感染   0IEDisease  

Inf■ormation  

Vol．18－No，27（8  

July2005）   であるか否かの調査は、州政府の獣医によって  
現在進行中である。この2つの群れは、移動し  
なくてはならない。1箇所では、黄症の症状が  
見られた子豚のサンプル検査の組織病理学的な  
所見より、陽性の疑いが発生した。別の箇所で  
は、組織病理学的な変化が疑われる死亡率が低  
く、十分に餌を与えられているのにも係わらず  
育たない子豚のサンプルが検査の対象となっ  
た。検査の結果、双方に関係は無い辛が公表さ  
れた。  

結核   ProMedmall13  
July2005   豚数頭が屠殺場に送られた。その後の検査で、  

牛結核に確息していた事をCornish畜殺場の所有  
者が明らかにしたとBBCNewsが伝えた。獣医学  
局では、牛結核は豚での届出疾患では無いた  
め、これ以前の牛結核症例の記録は無い。BBC西  
部環境通信員によれば、豚の牛結核症例は人間  
への健康被害の危険性は無く、今回は非常に稀  
なケースであると伝えている。  

感染   0IEDisea5e  

Inf■ormation  

Vol，18－No．28（15  

July2005）   死んだ。PretoriaにあるOnderstepoort動物研究  
所にてELISA（酵素免疫測定法）を実施した結果、  
陽性反応が確認された。サンプルはイギリスの  
WeybridgeとドイツのHanoverにある0IE関連の研 
究所に送られた。  

感染   0IEDisease  
Information  
Vol．●18－No．32（12  
August2005）   

の研究実験が行われている最中である。アフリ  
カ豚コレラの根絶、隔離を行った。  
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乙                        ブタ連鎖球  
菌   Information  

Vol．18－No．31（5  
August2005）   

した結果、いずれも陽性反応を示した。DNAシー  
クエンス法の結果では、病原体はヌクレオチド  
相同が98％の連鎖球菌Bであった。その後、人へ  
の感染が広がり、215名の感染者が報告された。  
146人は退院したが、39名が死亡した。中国衛生  
省と農業省は、死んだ豚を処理・加工した際に  
人へ感染したと結論づけた。  

鳥インフル  
エンザ   

が住む首都ジャカルタより、30甜程灘れた  
Tangerangに近い村で、鳥インフルエンザに感染  
した豚200頭を7月24日に焼却処分する予定であ  
る。犠牲者と養豚場の豚が接触したかの証拠は  
無く、そして実験室のテスト結果では、この菌  
株は、新たに人に感染するような突然変異とは  
ならないと報じている。今年の4月初め、豚が国  
内で最初にH5Nl型株鳥インフルエンザに感染し  
ていた事を示す証拠として、RトPCR（帥A逆転写  
遺伝子増殖法）で豚の血清を調べていた。  

炭症   Promedmaill  
September2005  
5September  
2005   域研究所によって確認された。この豚は、炭症  

菌に対するワクチンが兼接種である辛が判明し  
た。豚は焼却処分された。感染した農場では検  
疫を受け、飼育されている動物はワクチンを按  
種された。検疫は2週間続けられる予定であ  
る。3回目に実施された生物学的検査、顕微鏡  
による検査と細菌学的な検査による診断の結  
果、公式に炭症菌である事が確認された。   

2005／12／9  58046  J‡l澄化学工業株  添加物  虹  田  無  
式全社   肺用回路システム   

2005／12／16  58047  フォルテグロク  

メディカル株式  
全社   

2006／1／18  58048  日本シヤークッ  
ド株式会社   

テーテル   
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2006／2／7  58058  生化学工業株式  ブタ歯胚組織使用歯  エナメルマ  幼君ブタの  スウェーデ  有効成分  有  無  4正   HEV   Journalof   日本に於けるE型肝炎ウイルスの伝播とE型肝  
会社   周組織再生用材料  トリックス  ン’  Medical  炎の重症化に関する危険因子を明らかにするた  

デリパティ  Virology2005；  
プ   76：341－9  ら2004年の間で確認された軽症型（n＝23）と重  

症型（n＝9）の患者32例を対象にE型肝炎の臨床  
的及びウイルス的特徴を検討した。重症型の9名  
の患者は、2名は劇症肝炎であり、7名は重症急  
性肝炎であると診断された。重症型は、経過中  
のプロトロンビン活性（PT）は4硝以下であること  

及び／又は総ビリルビンレベ′レが20mg／dl以上に  

増加すること。少なくとも25名（全体の78％、不  
明者5名除く全体の93％）の患者は、十分に加熱  
調理していないブタレバー及び／又は腸（ホル  
モン）をE型肝炎の発症の1～2ケ月間に摂取  
している。7人の患者は、HEV遺伝子型Ⅲを持っ  
ており、25人の患者は、肥Ⅴ遺伝子型Ⅳを持って  
いた。ALTレベルは有意に高く（p＝0．0338）、プ  
ロトロンビン活性（PT）の最低値が有意に低い  

（p＝0．0340）。E型肝炎の重症化は、基礎疾患の  
有無に関係している辛が示唆された（5餓  
【5／9】vs17％【4／23】p＝0．0454）。研究では、  

HEVの人猷共通感染症が経路として食物伝播によ  
り発生し、HEV遺伝子型と基礎疾患の存在がE型  
肝炎の重症化に影響する事が、北海道でのE型  
肝炎の発生で重要な因子となっ．たことを示唆し  
た。  

ブタ連鎖球  中国衛生部はブタ連鎖球菌Streptococcussuis  
菌   Comunicable  

Diseas8  トの感染を206例と報告。これらのヒト症例のう  
Surveillance＆  
Response：  る。実際には全ての症例は、中国で最も多くプ  
Outbreak  タが飼育されている四川省で発生しており、同  
associatedwith  
Streptococcus  
SuisinplgSin  
China3August  
2005  高熱、全身倦怠、嘔気、喝吐、が含まれ、引き  

続き髄膜炎、皮下出血、中毒性ショックがあ  
る。潜伏期は短く、病状の進展は急速である。  
WHOに報告された情報では、感染は死んだブタと  
の接触が主要因であることを示唆している。今  
までのところヒトーヒト間での感染伝播の証拠  
は見つかっていない。   
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エンザ   
10825   判定するために、2004年のベトナムのブタにお  

いてH5Nl型インフルエンザウイルスへの曝露を  
示す血清学的証拠を調査した。 
滑3，175検体中の8検体（0．25％）は、ウイルス中  
和試験およびウエスタンプロット法を行った結  
果、2004年に分離されたH5Nl型鳥インフルエン  
ザウイルスが陽性であった。ブタにおいて2004  
年のアジアのH5Nl型ウイルスの複製および伝播  
性について実験的研究を行ったところ、検査し  
た全ウイルスがブタ呼吸器で複製されたが、接  
蝕したブタにはいずれも伝播されなかったこと  
が明ちかになった。鼻腔内拭い液のウイルスカ  
価は2日目に最高値に達し、就験したブタ4例中2  
例の肝臓では低いウイルスカ価が認められた。  
本試験では、ブタは致死性の高いアジアのH5Nl  
型ウイルスに感染する可能性はあるが、これら  
のウイルスは実験条件下においてブタ間では容  
易に伝播しないことを示した。  

ブタ連鎖球  
菌   2000；34：15（卜2   

群及び連鎖球菌性髄膜炎型症候群であった。患  
者の血液及び脳脊髄液中より各々3株の連鎖球菌  
株を分離し、成長特性、形状特性、生化学的特  
性、菌体脂肪酸分析、血清凝集なとの一連の評  
価を行った結果、この6株は、全てブタ連鎖球菌  
Ⅱ型であることが判明した。疫学的調査などを  
通して、本疾患は感染性の疾患であること、ヒ  
トとヒトの間での感染性が絡められないこと、  
この菌に感染している、もしくは、感染により  
死亡したブタとの接触に関係があることを実証  
した。ランダムプライマーPCR技術分析により、  
人由来性及びブタ由来性菌株が相同性を有する  
ことが明らかになった。本疾患の病原体はブタ  
連鎖球菌Ⅱ型であり、感染経路は、この連鎖球  
菌に感染しているブタ、あるいはこの感染によ  
り死亡したブタに直接接触することである。  
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社   チューブ及びカテー  菌   ．go．jp／disease／  
テル  StreptOCOCSuS＿S  

模型人工肺  uls／050816suis．  

補助循環装置   html   例が成人男性の農夫。地元の臨床医によって報  
告された症状には、高熱、全身倦怠、嘔吐が含  
まれ、これに続いて髄膜炎、皮下出血、中毒性  
ショック、そして重症例には意識消失がある。  
潜伏期は短く、病状の発展は急速である。  

ブタ連鎖球  
菌   ．who．int／media＿  

centre／news／new  
s＿20050816．htm   

例が成人男性の農夫。地元の臨床医によって報  
告された症状には、高熱、全身倦怠、嘔吐が含  
まれ、これに続いて髄膜炎、皮下出血、中毒性  
ショック、そして重症例には意織消失がある。  
潜伏期は短く、病状の発展は急速である。  

ブタ連鎖球  
菌   om／work／feeds／a  

fx／2005／06／22／a  

fx2105052．html   
はStreptococcussuis2型が原因であった・。  

ブタ連鎖球  中国衛生部は、ブタ連鎖球菌感染のブタ集団発  
菌   epidemiological  

record（12  38例でヒト死亡を確認。発生は全て四川省、多  
AUGUST  くのブタが飼育される地域。最初のヒト感染報  
2005，80thYEAR）  
No．32，2005，80，2  

69－276  死んだブタとの密接な接触が主原軋ヒトにお  
ける集団発生は特異的なもの。WHOは動向を見守  
る体制。 
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ブタ連鎖球  
菌   h．go．jp／hpro／bi  

n／hb2141．cgi？ke  
y＝20050812％2DOO  
60   球菌感染と診断されたと報告。患者は香港外へ  

の旅行歴なし、家族内2次感染もなし。ブタ連鎖  
球菌集団感染は、中国政府が患者数十名および  
死者をだしたと発表した以降、国際的な関心を  
集めている。  

プタ連鎖球  
菌   ．go，jp／disease／  

StreptOCOCCuS＿S  

uis／050816suis．  
html   意織障害など、様々な臨床兆候をを呈する。ほ  

とんどすべての患者の職業は、地元の農業従事  
者や肉屋であり、役80％が男性で、病豚の屠殺や  
精肉の販売に携わっていた人々であった。当局  
のここまでの調査に基づくと、ヒトーヒト感染  
の証拠は全くなく、また患者の治療に当たって  
いる医療従事者にも感染はみられていない。  

ブタ連鎖球  
菌   ．who．int／  2005／8／16、215例発生しヒト39例が死亡。発  

media＿Centre／ne  
ws／n帥S＿2005081  

6．htm）   意織障害など、様々な臨床兆候をを呈する。ほ  
とんどすべての患者の職業は、地元の農業従事  
者や肉屋であり、役80％が男性で、病豚の屠殺や  
精肉の販売に携わっていた人々であった。当局  
のここまでの調査に基づくと、ヒトーヒト感染  
の証拠は全くなく、また患者の治療に当たって  
いる医療従事者にも感染はみられていない。  

ブタ連鎖球  四川省でブタ連鎖球菌の集団発生あり。中国衛  
菌   （httb：／／m．叩  

ro．who．int／  
media＿Centre／ne  
ws／news＿2005081  
6．htm）  による感染を確認。ヒトーヒト感染の証拠はな  

し。しかし、今回の集団発生、特に死亡者が多  
くでたことの確認に、さらに調査必要。  
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エンザ   
avlan＿influenza  
／56who6．html   

鳥インフル  
エンザ   

5－11＿17／en／inde  

Ⅹ．htl扇   た24歳の女性死亡。  

鳥インフル  
エンザ   

avlan－iJげ1uenz8  
／56who7．html   

鳥インフル  
エンザ   

5＿11＿24／en／ir】de  

x．html   

鳥インフル  
エンザ   

avian＿influenza  
／56whoO9．html   

ンザのヒト感染例1例確軋Java州の16歳の少  
年。患者が入院する5日前に同胞2人が死亡。イ  
ンドネシアでは合計12例の感染症例のうち7例が  
死亡。  

鳥インフル  
エンザ   

5＿11＿29／en／inde  

Ⅹ．html   インドネシアにおいてH5Nl亜型トリインフルエ  
ンザのヒト感染例1例確乳Java州の16歳の少  
年。患者が入院する5日前に同胞2人が死亡イ  
ンドネシアでは合計12例の感染症例のうち7例が  
死亡。   
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